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まもなく卒業式を迎える、 4年生に徳山大学で過ごした

学生生活について、また徳山大学生OBと しての初心を

表明していただきました。

Ａ
質
問
項
目
ｖ

Ｏ

出
身
県

０

在
学
中
の
所
属
ク
ラ
ブ

・
サ
ー
ク
ル

０

徳
山
大
学
を
事
業
で
き
て
よ
か
っ
た
こ

と
し

（思
い
出
や
、
誇
れ
る
こ
と
な
ど
）

０

卒
業
後
は
？

（就
職
先
と
行
き
先
は
？
）

０

徳
山
大
学
の
Ｏ
Ｂ
ｌ
年
生
と
し
て
の

初
心
表
明

人
木
　
美
光

０
兵
庫
県

０
教
育
研
究
会

●
素
晴
ら
し
い
人
々
に
出
会
え
た
こ
と
。
そ

れ
を
通
し
て
身
に
つ
い
た
知
恵
や
知
識
を
活

か
し
て
い
き
た
い
。

●
姫
路
市
　
サ
ー
ビ
ス
業

０
ゆ
く
ゆ
く
は
消
防
士
に
な
り
、
世
界
中
の

火
を
消
し
た

い
。

三
浦
　
大
助

①
広
島
県

②

フ

オ

ー

ク

ソ

ン

グ

③^
こ
の
大
学
に
入
り
、
サ
ー
ク
ル
を
通
じ
て
、

良
く
も
悪
く
も
多
く
の
友
人
に
出
会
え
た
。

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ａ
の
ギ
タ
ー
講
師
に
も
な
れ
、

バ
ン
ド
で
Ｃ
Ｄ
も
出
し
た
。

④
大
阪
市
　
商
社

⑤
大
学
で
知
り
合
っ
た
友
達
と

一
生
涯
仲
良

く

し

て

い
き

た

い
。

中
西
　
雄
也

①
広
島
県

②
無
所
属

③
お
酒
が
少
し
飲
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

と
、　
い
い
友
達
が
で
き
た
こ
と
が
自
分
の

財
産
。

④
広
島
市
　
広
告
代
理
業

０
仕
事
を
早
く
覚
え
た
い
。
お
酒
で
失
敗
し

な
い
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

Ｃ
兵
庫
県

②
献
血
推
進
委
員
会

Ｃ
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
て
、
お
酒
を
飲
ん

だ
り
、
ド
ラ
イ
ブ
に
行
っ
た
り
、
キ
ャ
ン
プ

し
た
り
、
夜
の
海
を
泳
い
だ
り
し
て
楽
し
い

充
実
し
た
４
年
間
を
過
ご
せ
た
。

０

広
島
県
　
医
療

０

早
く
仕
事
を
覚
え
て
、
職
場
の
人
と
仲

良
く
な
れ
る
よ
う
に
積
極
的
に
取
り
組
み

た
い
。

中
島
　
愛
子

①
山
口
県

②
陸
上
競
技
部

一０
自
分
が
納
得
で
き
る
競
技
が
で
き
た
こ
と
。

０
大
学
生
活
で
培

っ
た
事
を
活
か
し
て
、

自
分
自
身
を
成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
。

廣
田
　
佐
知
子

①
山
口
県

②
茶
の
湯
文
化
研
究
会

０
・色
々
な
行
事
に
参
加
し
て
思
い
出
が
い
っ

ぱ
い
で
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
友
達
と
信
頼

関
係
が
築
け
た
。

④
山
口
県
　
病
院

⑤
職
場
が
病
院
で
、
お
じ
い
ち
や
ん
、
お
ば
あ

田
中
　
美
山
紀

Ｃ
山
口
県

０
茶
の
湯
文
化
研
究
会

０
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ

な
人
と
交
流
を
も
て
た
こ
と
。

Ｃ
自
動
車
販
売
業

●
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
っ
て
楽
し
く
働

き

た

い
．

田
中

　

隆

明

①
岡
山
県

②
心
理
学
研
究
会
　
　
　
　
　
　
　
．

③
心
理
学
研
究
会
に
入
っ
て
、
良
い
先
輩
、

後
輩
に
恵
ま
れ
、
ま
た
横
山
先
生
に
出
会
え

た
こ
と
。

④
保
険
業

⑤
・絶
え
ず
目
標
を
揚
げ
、
自
分
自
身
を
磨
い

て

い
き

た

い
。

酒
井
　
陽

一
郎

Ｃ
東
京
都

（②
学
生
会
執
行
部

（Ｃ
学
生
会
執
行
部
に
入
り
、
活
動
を
通
じ
て

多
く
の
仲
間
と
知
り
合
え
た
こ
と
。
教
職
課

程
が
取
れ
た
こ
と
も
…
。
　
　
　
　
●

④
印
刷
業

⑤
こ
れ
か
ら
進
む
社
会
と
い
う
大
き
な
場
に

向
か
っ
て
、
徳
山
大
学
で
培
つ
た
こ
と
を
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

斉
藤
　
学

０
高
知
県

植
田

兼
弘

し

て

い
き

た

い
ｃ

ち

ゃ
ん

が
多

い
の

で
、

お

年

寄

り

の

ア
イ

ド

ル

に
な

り

た

い
ｔ

末
光
　
佳
代
子

①
山
口
県

②

茶
の
湯
文
化
研
究
会

０
多
く
の
友
達
や
職
員
の

方
々
と
仲
良
く
な
れ
た
こ

（Ｕ
某
販
売
業

０
社
会
人
に
な
っ
て
も
前

向
き
に
自
分
自
身
を
磨
い

て
い
き
た
い
。
大
学
で
知

り
合
っ
た
友
人
と
仲
良
く

②
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
兼
体
育
会

③
体
育
会
に
所
属
し
、
大
学
の
行
事
を
運
営

し
た
こ
と
。
そ
し
て
、
仲
間
た
ち
と
楽
し
い

大
学
生
活
を
過
ご
せ
た
こ
と
。

④
リ
ー
ス
業

⑤
こ
れ
か
ら
は
自
分
自
身
が
選
ん
だ
道
を
後

悔
せ
ず
、
前
向
き
に
、　
一
心
不
乱
に
突
き
進

ん
で
行
き
た
い
。

清
水
　
順
二

①
大
分
県

②
ラ
グ
ビ
ー
部

一〇
ラ
グ
ビ
ー
部
所
属
し
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

経
験
し
た
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
社
会

で
も
っ
と
役
立
て
た
い
。

①
金
融
業

⑤
今
ま
で
と
は
何
も
か
も
が
変
わ
っ
て
く
る

と
思
う
が
、
何
事
に
対
し
て
も
前
向
き
に
取

り
組
む
姿
勢
を
忘
れ
ず
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

奥
田
　
英
樹

０
広
島
県

０

フ

オ

ー

ク

ソ

ン

グ

０
改
め
て
考
え
て
み
る
と
、
友
人
が
増
え
、

サ
ー
ク
ル
も
入
つ
て
成
功
で
楽
し
い
こ
と
ば

か
り
の
４
年
間
だ
っ
た
。

Ｃ
販
売
業

０
大
学
生
活
で
培
っ
た
も
の
を
活
か
し
て
い

き

た

い
．

椙
山
　
周
治

①
山
口
県

②
写
真
部

・
ア
ル
バ
ム
制
作
委
員
会

③
大
学
に
入
リ
カ
メ
ラ
を
知

っ
て
撮
影
を
し

て
い
く
う
ち
に
、
多
く
の
人
と
知
り
合
う
こ

と
が
で
き
た
。

①
販
売
業

⑤
大
学
で
人
と
の
出
会
い
が
楽
し
い
と
感
じ

た
の
で
、
仕
事
も
思
う
存
分
楽
し
ん
で
い
き

た
い
。

米

田
　

世

可

■
鳥
取
県

②
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

０
最
後
の
イ
ン
カ
レ
予
選
で
ベ
ス
ト
８
に
入

れ
た
こ
と
。

●

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

●
自
分
自
身
、
社
会
に
出
て
も
、
徳
大
の
名

に
恥
じ
ぬ
よ
う
頑
張
り
た

い
。
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校
友
会
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
い

ち
早
く
多
く
の
情
報
を
お
伝
え
出
来
る

よ
う
に
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し

た
，校

友
会
の
活
動
情
報
か
ら
大
学
の
近

況
報
告
、
会
員
相
互
の
意
見
交
換
な
ど

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
作
成
の
途
中
で
す
が
順
次

情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

ま
た
ア
ク
セ
ス
さ
れ
た
際
は
ご
意
見

ご
感
想
を
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
じ

■
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平
成

‐１２
年

（第
ン
風
）Ｌ

平
成
１２
年
の
水
泳
部
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
水

練
会

（延
原
宏
会
長
＝
１６
期
）
の
第
７

回
総
会

（松
本
英
樹
総
会
幹
事
長
―

１６
期
）
を
１
月
２９
日
に
姫
路
市
東
延

末
の
ホ
テ
ル
オ
カ
ウ
チ
姫
路
で
開
催

し
ま
し
た
‥

総
会
は
延
原
会
長
の

「今
年
は
徳
山

大
学
が
Ю
周
年
と
い
う
節
Ｈ
の
年
で
あ

‐り
、
水
練
会
総
会
も
７
回
を
数
え
、
新

し
い
世
紀
へ
水
泳
部
並
び
に
鳳
校
発
展

の
た
め
全
力
を
尽
く
し
ま
し
よ
う
」
と

の
挨
拶
で
開
会
，
議
案
審
議
の
後
、
現

役
水
泳
部
ｉ
将
の
西
昌
範
く
ん
を
功
労

者
表
彰
し
総
会
を
開
会
、
懇
親
会
へ
と

移
り
ま
し
た
。

翌
日
は
ホ
テ
ル
内
の
プ
ー
ル
で
現
役

部
員
と
と
も
に
Ｏ
Ｂ
ら
が
大
学
時
代
を

思
い
出
し
な
が
ら
水
泳
を
楽
し
み
ま
し

た
が
、
大
半
の
Ｏ
Ｂ
が
卒
業
後
は
水
泳

を
続
け
て
お
ら
ず
、
一同
白
く
な
っ
た
肌

と
大
き
な
お
腹
で
実
い
を
誘

っ
て
い
ま

し
た
こ
そ
の
後
、
希
望
者
は
姫
路
城
な

ど
姫
路
市
内
を
観
光
し
全
て
の
日
程
を

終
了
し
ま
し
た
１

、

″

′
，

′

、

平
成

Ｈ
年

Ｈ
月

１３

日
東
京
今
日
空

ホ
テ
ル
３６
階
カ
シ
オ
ペ
ア
の
間
に
お
き

ま
し
て
、
恒
例
の
関
東
支
部
同
窓
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

校
友
会
か
ら
は
国
広
会
長
、
瀬
川
組

織
強
化
部
長
が
出
席
、
大
学
か
ら
の
ゲ

ス
ト
と
し
て
教
務
部
長
の
杉
光
先
生
が

お
忙
し

い
中
、
駆
け

つ
け
て
下
さ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
福
島
先
生
も
ご
出
席

い

た
だ
き
、
今
回
は
は
じ
め
て
参
加
し
た

と

い
う
丼

い
卒
業
生
の
顔
も
目
立
ち
ま

し
た
，

「遠
く
に
離
れ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
大
学
の
こ
と
を
快
か
し
く
思
う
想

い
が
、
強

い
の
か
も
し
れ
な

い
」
と
あ

る
方
か
ら
話
を
伺

い
ま
し
た
が
、
そ
の

一一口業
が
示
す
よ
う
に
年
々
関
東
支
部
の

同
窓
会
は
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
ま

す
．）

林 真理子 文化講演会
。日時 2000年3月 19日 (日 )。 開 場 PMl:30 開演
・場 所 徳山市文化会館  ・入場料 500円 (全席自由)

主催/徳山大学校友会、徳山市文化振興財団
後援/徳山大学後援会、KRY山口放送
お問い合わせ/徳山大学校友会 0834‐ 28‐7454

PM2:00

目召オロ2 91二  11 9 54'

昭和 51年 111976,
コピーライターを経て、

日ど千日5 7年  11 98 2)
昭千1159年 +1 984,

4月 1日 、ll l梨 県に生まれる.

日本大学芸術学部文芸学料を卒業.

エッセイ集 Fル ンルンを買っておうちに帰ろう」を出版.

処女小説 F星影のステラ』が直木賞候補に選出されたことを

機に、執筆業に専念.

『最終便に間に合えば」 F京都まで」|に より

第94回直木賞を受賞c

第50回文芸春秋読者賞を受賞3

F自 蓮れんれん』|[よ り第8回柴田錬二郎賞を受賞.

『みんなの秘密」1に より第32回 吉川共治文学賞を受賞て,

昭和 6 1年  11 9861

昭和 63年 (19881
平成 7年 1199511
平成 1()年 11998)
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第
７
期
卒

バ
レ
ス
愛
周
南
勤
務

（下
松
市
在
住
）

内
田
昭
次
さ
ん

内田さんは我が徳山入学レスリング第 4期上。この年は部員が 7人そろい

初めて団体戦に参加できた記念すべき年で、いきな |, ‐部リーグ優勝を決め

た快挙の年でもあります.朝練の後、授業時間に休憩し、放課後また練習、
という徹底した練習ぶり。ただ、4の形が変形するのがたまらなかったそう
です.現在は冠婚葬祭を事業とする愛グループに就職され、 26歳 でパレス

愛 |ヽ 間の支配人になって以来、現在に至るまで常に支配人であ |,続 けた異例
の存在です―

キ
ャ
ン
パ
ス
で
思
い
っ
き
り
青
春

を
謳
歌
し
た
学
生
時
代

ｏ
ｏ
ｏ
。

そ
し
て
、
実
社
会
に
出
て
新
た
な

フ
ィ
ー
ル
ド
で
、
さ
ら
に
、
活
躍
中

の
徳
大
Ｏ
Ｂ
た
ち
を
ご
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

徳
大
０
日
た
ち

活
躍
す
る

.ヽ■

このコーナーヘ出ていただ|す る方を募

集しています。こ本人もしくは身の周 |

のOBの 方がい ,́っ し,い ましたら校友
会事務局まで、お便りと、掲載用の写真
を1枚お送 |,1・ さい。
X詳 |´ (は 使友会■務局まイ

“活躍する徳大OBたち"

掲載者募集中!!

第
郎
期
卒

株
式
会
社
住
建
産
業
　
営
業
推
進
部

（広
島
県
広
島
市
在
住
）

黒
川
敏
子
さ
ん

第
Ｈ
期
卒

株
式
会
社

エ
フ
ケ
ー
ケ
ー
山
口
東
営
業
所
勤
務

（下
松
市
在
住
）

近
藤
賢
治
さ
ん

こんど―です。皆さんお元気ですか。私はなんとか頂張っています:,今 回
は私の学生時代からの悪友の中出により、「おれ、オレ、俺はいいよ」とい

う言葉もまったく受け入れてもらえぬままこのコーナーヘの登場となりまし

た。最近は、夏には家族友辻とキャンプに行くことを定番の行事としていま

す。もう少し時間にゆとりが出来て子供も大きくなったら、県外へも出かけ

てみたいと思います。また遊びましょう !学生時代を思い出して !!

第
ハ
期
卒

徳
山
大
学
校
友
会
事
務
局
勤
務

（下
松
市
在
住
）

穐
本
江
利
子
さ
ん昨年11月 より守田満里子さんに代わりまして、校友会事務局に勤務されるこ

とになりました。校友会事務局は三1鳴 事務局長を中心に大学に勤務しておりま

すOBがサポートしながら運営していますが、そんな中で事務局員の彼女の役割
は非常に大きいのです。ひと|,何役もこなしていかなければならず、OB・ OGも

年齢層が広くなっていく中いろいろな方と公平に接していかなければなりませ

んc着任して4ケ 月ばかりが過ぎましたが、すでに期待以上の活躍ぶりで頑張っ

ています。校友会室には今日も彼女のはつらつとした声が響いています。

第
％
期
卒

株
式
会
社
ザ
メ
デ
ィ
ア
ジ
ョ
ン
勤
務

（防
府
市
出
身

・
在
住
）

原
田
大
輔
さ
ん

在学中は写真部の副部長と文化体育連合会の文化局長を勤め、文科系クラブ

の トンプとして他のクラブをまとめあげる大活躍を果たします。勉学の傍ら、

様々なアルバイトと写真に打ち込みました。卒業旅行は単身カナダヘ赴き、オ
ーロラを写真に収めるというほどの活動家です。 (株)ザ メデイアジョンに内定

を決めてからは、インターノンツプとして、 F月 刊タウン情報やまぐち」など

の重要なスタッフとして、縦横無尽に活躍を繰り広げ、学生でありながらクラ

イアントを

`隻

得するに至りました。これからが更に楽しみな若きOBです。

竜
■

年

―

鸞■‐‐‐:1静緩

|■
`■■■

I

■.｀ヽ
■‐|・

‐

大学時代は女子バスケットボール部でキャブテンとして活躍され、全国大

会にも4年連続出場を果しました。現在も大学OGテ ームで仲間との練習を楽
しんでいるそうです 11目 指すは全国大会出場です !!|.

住建産業でも営業の方々のデータ処理等こなすなど、充実した毎日を送っ

ておられます。

Ｉ

Ｉ

Ｉ

卜

た

―

‐

，
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就
職
環
境
は
最
悪
か

２
ｏ
ｏ
Ｏ
年
の
３
月
つ
ま
り
今
春
卒
業

予
定
の
学
生
諸
君
の
就
職
環
境
は
、
過
去

最
悪
と
い
っ
て
も
よ
い
状
況
と
な
り
ま
し

た
¨
失
業
者
数
が
お
よ
そ
３
０
０
万
人
と

い
う
数
字
は
、
企
業
の
リ
ス

ト
ラ
の
姿
勢

と
、
新
卒
の
採
用
手
控
え
を
意
味
し
て
い

ま
す
。
国
や
地
方
の
公
共
団
体
も
財
政
の

苦
し
い
状
況
に
置
か
れ
公
務
員
の
採
用
も

縮
小
し
て
い
ま
す
．
文
科
系
の
学
生
１
人

に
対
し
て
ｏ

・
路
倍
の
求
人
倍
率
で
あ
る

と
い
う
よ
う
な
リ
ク
ル
ー
ト
社
の
調
査
も

あ
り
ま
す
●

昨
年
徳
山
大
学
に
き
た
求
人
件
数
は
、

お
よ
そ
１
千
社
で

一
昨
年
と
あ
ま
り
変
化

が
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
具
体
的
な
採
用

人
数
は
、
お
そ
ら
く
３
、
４
割
は
減
少
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
．

就
職
活
動
の
変
化

１
９
９
７
年
の
就
職
協
定
が
唯
止
以
来
、

企
業
は
、
日
由
に
採
用
日
程
を
定
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
．
そ
の
結
果
、
採
用
活
動

の
早
期
化
の
傾
向
は
徐
々
に
強
ま

っ
て
い

る
よ
う
で
す
ｔ
昨
年
４
月
に
学
内
で
開
催

し
た
企
業
説
明
会
終
∫
後
、
４
月
の
説
明

会
で
は
少
々
時
期
が
遅
い
、
２
月
か
３
月

ｒ
一レ
一い
つヽ
■
」”信
十個
一τ
料状一拌
」
の
．士
″
々
，か
・ら
い

た
だ
き
ま
し
た
，
し
か
し
大
学
の
学
務
関

係
や
人
試
関
係
の
行
事
予
定
か
ら
み
て
こ

れ
以
上
早
く
実
施
す
る
の
は
困
難
な
状
況

一
工ヽ，
．

学
生
に
と
っ
て
就
職
が
厳
し
い
と
い
う

こ
と
は
、
人
気
企
業
は
も
ち
ろ
ん
い
ま
ま

で
学
生
の
応
募
が
少
な
か
っ
た
企
業
に
も

学
生
が
殺
到
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
能
率
良
く
さ
ば
く
た
め
に
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ツ
ト
利
用
が
早
道
で
す
て
自
社
の

ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
に
情
報
を
流
し
学
生
は
そ

れ
を
見
て
説
明
会
に
臨
む
こ
と
に
な
り
ま

す
で
学
生
に
と

っ
て
も
最
新
の
情
報
が
得

ら
れ
、
し
か
も
数
多
く
の
企
業
の
情
報
に

ア
ク
セ
ス
で
き
検
索
も
能
率
良
く
で
き
る

●
」
い

，ヽ
精
」利
ｙ
Ｃ
は
一、　
二付
」米
卜よ
い
′パ
ソ
コ
ン

に
依
存
し
た
就
職
活
動
に
変
化
し
て
ゆ
く

こ
と
を
一不
し
て
い
０ま
す
、

就
職
活
動
の
支
援
体
制

就
職
部
で
実
施
し
て
い
る
就
職
活
動
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
大
変
充
実
し
た
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
〓
他
の
大
学
で
は
平
く

て
も
３
年
生
の
９
月
こ
ろ
か
ら
実
施
す
る

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
、
本
学
で
は
５
月
に

す
で
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
降
、

社
会
人
と
な
る
た
め
の
知
識
と
心
情
え
か

ら
慎
擬
面
接
ま
で
、
毎
週
さ
ま
ざ
ま
な
講

座
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
●

さ
ら
に
、
学

生
に
就
職
活
動
の
重
要
さ
を
知

っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
内
容
を
正
規

の
授
業
に
組
み
人
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
１１

な
り
ま
し
た
．
こ
の
４
月
か
ら
、
社
会
人

入
門
講
座
と
し
て
新
た
な
請
座
を
設
け
て

単
位
化
し
、
授
業
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
〓

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
、
学
生
の
就
職

意
識
を
高
め
る
意
味
で
重
要
で
す
が
、
こ

れ
も
４
月
の
新
学
期
か
ら
単
位
化
さ
れ
、

就
職
部
が
学
生
の
相
談
役
と
し
て
全
面
的

に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
計
画
で
す
．

就
職
活
動
の
た
め
に
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を

使
い
た
い
が
今
ま
で
情
報
処
理
関
連
の
授

業
を
と

っ
て
こ
な
か
っ
た
学
生
、
ま
た
は

―
分
勉
強
し
て
こ
な
か

っ
た
学
生
の
た
め

に

一就
職
活
動
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講

座
」
を
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
は
別
に
開
催

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
変
化
に
対

応
す
べ
く
努
力
し
て
い
ま
す
．
こ
れ
に
は

毎
回
定
員
い
っ
ば
い
の
学
生
の
応
募
が
あ

り
熱
心
に
受
講
し
て
い
ま
す
．

そ
の
他
各
種
資
格
取
得
講
座
の
実
施
、

県
単
位
で
の
保
護
者
懇
議
会
の
実
施
な
ど

を
可
能
な
範
囲
で
行

っ
て
い
ま
す
〓
保
護

者
懇
談
会
に
出
席
さ
れ
た
御
父
兄
は
、
就

職
活
動
の
現
状
が
よ
く
わ
か
っ
た
と
大
変

好
評
で
す
っ

以
上
の
よ
う
な
様
々
な
講
座
を
積
極
的

に
利
用
し
て
、
学
生
諸
君
が
納
得
の
い
く

就
職
活
動
を
し
希
望
す
る
企
業

へ
の
就
職

が
実
現
で
き
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
，

お
願
い

上
記
の
よ
う
に
入
学
と
い
た
し
ま
し
て

は
最
大
限
の
努
力
を
傾
け
て
就
職
対
策
に

あ
た
っ
て
お
―，
ま
す
が
、
厳
し
い
時
代
に

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
今
ま
で
培
わ
れ
た
ネ
ツ

ト
ワ
ー
ク
が
重
要
に
な

っ
て
く
る
と
思
わ

れ
ま
す
．
枝
友
会
の
皆
様
に
も
是
非
状
況

を
御
汲
み
取
り
い
た
だ
き
今
後
と
も
ご
協

力
を
お
願

い
す
る
し
だ

い
で
す
。

ヽ
L

本
年
度
の
入
試
は
新
年
に
は

い
っ
て

か
ら
予
想
を
超
え
た
厳
し
さ
で
経
過
し

て
い
ま
す
ｔ
・人
試
の
現
況
を
お
知
ら
せ

し
、
み
な
さ
ん
の
よ
り

一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
た

い
と
考
え
ま
す
．

１

．
入
試
の
経
過

本
年
度
の
入
試
日
程
は
７
月
の
Ａ
Ｏ

一Ｉ
Ｉ

人
試
に
始
ま
り
、

１０
月
の
特
別

推
薦
入
試
、
Ｈ
月
の

一
般
推
店
入
試
を

経
て
、
１
月
末
に

一
般
前
期
入
試
と
Ａ

〇

一Π
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
手

続
き
が
１６

日
に
終
ｆ
し
、
あ
と
は
３
月

の

一
般
後
期
人
試
と
Ａ
Ｏ

（皿
）
入
試

を
残
す
だ
け
に
な
り
ま
し
た
っ
入
学
手

続
者
は
Ａ
〇

一Ｉ
一
鵬
、
Ａ
Ｏ

（Ⅱ
）

３２
、
特
別
推
薦

８０
、　
一
般
推
薦

‐０８
、

般
人
試
■
名
で
、
合
計
焔
名
と
な

っ

て
い
ま
す
．

２

．
入
試

の
経
過

入
学
者
数
予
測

（２
０
０
０

．
２

．
１７
現
在
）

表
１
に
現
時
点
で
の
予
測
を
示
し
ま

し
た
じ
残
念
な
が
ら
□
標
達
成
は
極
め

て
厳
し
い
状
況
で
す
、．
原
因
は

一
般
入

試
志
願
者
数
が
当
初
予
測
知
名
に
対
し

て
‐４
名
に
ま
で
低
下
し
た
こ
と
に
あ
り

ま
す
〓
こ
の
減
少
は
１８
才
人
口
を
も
と

に
計
算
し
た
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
に
ほ
ぼ

．
致
し
て
お
り
、
生
き
残
り
競
争
が
い

よ
い
よ
現
実
に
な

っ
て
き
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
ｔ

表
２
に
志
願
者
数
の
経
年
変
化
を

示
し
ま
し
た
。
手
続
率
Ю
％
、
入
学
者

Ю
名
と

い
う
事
態
も
予
測
さ
れ
る
中
で
、

手
続
率

７１
％
を
達
成
で
き
た
の
は
む
し

ろ
驚
異
的
で
あ
る
と

い
う
見
方
も
で
き

ま
す
．
特
に
Ａ
Ｏ
人
試
合
格
者
の
手
続

き
辞
退
者
は
皆
無
で
あ
り
、
こ
れ
は
面

談
時
間
１
人
３０
分
以
上
、
毎
月
数
回
の

委
員
会
開
催
と

い
う
Ａ
Ｏ
入
試
に
た
ず

さ
わ
ら
れ
た
教
職
員
の
方
々
の
努
力
に

よ
る
も

の
だ
と
思

い
ま
す
．

３

．
来
年
度

へ
の
展
望

生
き
残
―，
競
争
は
さ
ら
に
激
化
し
、

大
学
の
内
容
が
問
わ
れ
る
時
代
に
突
人

す
る
と
思

い
ま
す
〓
経
済
の
回
復
に
よ

っ
て
志
願
者
が
も
ど
る
こ
と
は
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
．
他
入
学
も
生
き
残
り
を
か

け
て
、
魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り
を
す
す

め
て
い
る
か
ら
で
す
．
受
け
入
れ
た
学

生
に
対
す
る
責
任
を
誠
実
に
果
た
し
、

さ
ら
に
碗
合
校
と
の
差
別
化
を
は
か

つ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．―
本
学

に
と

っ
て
特
に
留
学
生
と
社
会
人
の
受

け
入
れ
が
大
き
な
要
素
に
な

っ
て
く
る

と
思

い
ま
す
の
で
、
そ
の
準
備
に
力
を

入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
表
３

に
本
年
度
成
立
し
た
主
な
改
革
と
制
度

を
示
し
ま
し
た
。
今
後
は
そ
れ
ら
の
実

績
が
評
価
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
が
、
基
本
的
に
は
社
会

の
需
要

に
応
じ
た
新
学
科

・
新
学
部
の
開
設
が

一
つ
の
鍵
に
な
る
と
考
え
ま
す
．

2000.2.1

志願者・入学者 (手続率 :手続者/合格者)の推移

一般推薦

′ヽ■
「

■ヨ女X

AO(I) AO(Ⅱ )

108 80 43 113 32 54 20)  | (450)

1998‐イiF 1999年 2000年 2月 17日 現在
‐般推薦 987 447 198

一般入試 1130 527 149

特別推薦A、 B
AO(I、  Ⅱ)

61 62 即

‘

志願者
手続者1手続本 |

2178
937 .525)11

1036

543 11645((1

572
i7 6+ ts ('71 .201)

入試 制度

単位互換協定 徳山女子短期大学  放送大学 I県内初
ダブル ス クー ル制度 山 ||キ ヤリアデザ イン専門学校 1全国初

教育研究交流協定
資 格取 得奨励 金制度 資格の種類 に応 じて支給 1最高額は学納 : ざ全額相当:|1全国初 ,

単位一括認定制度 が 可

l旨定 1交 市り度
コ ン ピュー ター学習制 度 ペ ー スコ ン

社 会 人入 門講座 マ

学生 支援 制度 ア ドバ イサ制度: オフ イスアワー制度 をi 入

奨学融資制度
海外 語 学研修 単位 化 い

(灯徳 山 大 学  地元で学び、地元に就職!!あなたの可能性をサポート!!~■
■||1新|しい大学の力||夕|■チ|

融資制度』

ψ′を〃r′ ノプクヘヽ`″
`/就職にとことん強い徳山大学の秘密

●カィ緊鱗抒鷺會賜ップ10
0 ダブルスクール制度

●経済学部
。経済学科
。経営学科

咽聰」五出
U粟子

ζ珀已徳山大学
通`3/  〈併設〉徳山女子短期大学

一人一資格取得をモットーに各種専門学校と提携
‐ ■■■日入学願書請求先 (無料)I■■■D
〒フ45‐8566山 口県徳山市久米栗ケ迫843-4-2

入試室 TEL(0834P8‐ 5302
[ホームページ]http1//www tokuyama― u ac,p

学納金の50%を貸与!!8奮整脆【攣Ъ

就
職
部
長
　
山
岸
憲
治~ヽ

_

今
年
度
の
入
試
状
況

と
来
年
度

の
展
望

教
務
部
長
　
杉
光
英
俊

´

「
ヘ

」
一

オー ス |ヽ ラ

めざす資格の‐例
●社会保険労務■‐■■■■・・
●毛通建物藪言‐1主任者‐|||
|●旬法書■■●弁理士■|‐ ■
|‐||'申小企業診断士‐‐■・ |■ ■
‐●行政書■| ‐‐‐■●実用英語|・ |

‐●白商簿記||●医療事務機能
|●医療事務■●秘書技能 |‐

|||●信軸1処理機蕎著|・|■ ‐■■

●弁護
=■

1公講1会 ||十二|‐



平
成
Ｈ
年
１２
月
％
日
よ
り
り
日
ま

で
の
４
日
間
、
台
湾
の
中
国
文
化
大
学

と
第
１
回
日
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
‥
中
国
文
化
大
学
で
は
多

く
の
運
動
競
技
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、

中
で
も
硬
式
野
球
、
女
子
柔
適
、
女
了

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
親
善
交

流
試
合
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

１６
日
に
到
着
後
、
早
速

「国
泰
人
寿

員
Ｔ
訓
練
中
心
」

（台
湾
の
大
手
保
険

会
社
体
育
館
）
に
て
練
習
、
翌
日
の
試

合
に
控
え
ま
し
た
。

１７
日
中
国
文
化
大

学
を
見
学
、
台
湾
大
震
災
に
伴
い
本
学

学
生
が
集
め
た
義
援
令
を
学
生
を
代
表

し
て
文
化
体
育
連
合
委
員
長
斉
藤
学
君

よ
り
学
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。
尚
、
こ

の
義
援
金
に
は
校
友
会
も
協
力
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
学
内
を

見
学

い
よ

い
よ
午
後
よ
―，
試
合
に
臨
み

ま
し
た
も
台
湾
十
ン
バ
ー
ワ
ン
の
中
国

文
化
大
学

チ
ー
ム
は

ス
タ
ー
ト
か
ら

１
８
０
ｃ
ｍ
を
越
え
る
選
手
が
ズ
ラ
リ
、

果
た
し
て
ど
う
な
る
か
と
思
わ
れ
ま
し

た
が
、
試
合
は
相
手
の
人
技
に
対
し
て
、

本
学
学
生
の
ス
ピ

ー
ド
＆
３
ポ
イ
イ
ン

ト
が
続
々
と
決
ま
り
好
ゲ
ー
ム
と
な
―，

ま
し
た
。
結
果
、

ｂ
１

６８

で
本
学
チ

ー
ム
の
勝
利
に
終
わ
り
ま
し
た
。

試
合
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
国
際
交

流
を
通
し
、
今
ま
で
見
る
こ
と
や
感
じ

る
事
の
な
か

っ
た
多
く
の
事
を

．
行
は

得
て
帰

っ
て
き
た
よ
う
で
し
た

、

こ
の
度
、
姉
妹
校
で
あ
る
中
国
文
化

大
学
と
初
め
て
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
私

達
バ
ス
ケ

ノ
ト
ボ
ー
ル
部
が
参
加
さ
せ

て
頂
く
こ
と
に
な
り
、
多
く
の
方
の
ご

協
力
、
ご
支
援
の
も
と
、
と
て
も
よ
い

経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ご

早
起
き
す
る
の
は
吉
手
な
私
で
す

が
、
出
発
日
の
４
時
起
き
は
苦
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
‥
台
湾

へ
行
く
の
が

初
め
て
と
い
う
こ
と
も
あ
―サ
、
前
日
か

ら
私
は
ま
る
で
遠
足
を
迎
え
た
小
学
生

の
よ
う
に
胸
を
踊
ら
せ
て
い
ま
し
た
．

飛
行
機
で
２
時
間
十
、
台
湾
に
到
着
じ

外
の
景
色
は
と
て
も
新
鮮
で
、
異
国
に

来
た
と

い
う
実
感
が
湧

い
て
き
ま
た
．

バ
ス
で
移
動
‘
街
に
入

っ
て
い
く
と
、

人
も
建
物
も
ほ
と
ん
ど
が
日
本
と
同
じ

で
親
し
み
を
覚
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
３
泊
４
日
の
ツ
ア
ー
が
始
ま
り
…
あ

っ
と

い
う
間
に
４
日
間
が
過
ぎ
て
い
き

ま
し
た
〓

文
化
大
学
と
の
交
流
試
合
で
、
大
接

戦
の
末
勝
っ
た
こ
と
は
勿
論
、
世
界
４

代
博
物
館
の

．
つ
で
あ
る
故
官
博
物
院

で
数
々
の
文
化
遺
産
を
見
て
感
動
し
た

こ
と
、
文
化
大
学
主
催
の
パ
ー
テ
ィ
ー

に
招
か
れ
、
色
々
な
国
の
方
と
慣
れ
な

い
英
語
や
中
国
語

（日
本
語
？
）
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
―，
な
が
ら

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
た
こ
と
、

等
々
、
今
て
貴
重
な
思
い
出
と
な
り
ま

し
た
‘
も
う
少
し
台
湾
に
い
た
い
、
も

っ
と
色
ん
な
こ
と
を
知
―，
た
い
と
い
う

気
持
ち
を
よ
そ
に
、
こ
の
短
い
旅
は
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
し

今
や
、
　

国
の
経
済
が
他
国
の
経
済

活
動
に
影
響
を
及
ぼ
す
時
代
で
す
が
、

そ
の
反
面
、
戦
争
や
国
内
闘
争
が
絶
え

ま
せ
ん
。
私
は
台
湾
を
訪
れ
、
１
３
カ

国
の
姉
妹
校
を
も
つ
文
化
大
学
を
見
て
、

本
当
に
世
界
が

一
つ
に
な
る
時
だ
と
痛

感
し
ま
し
た
．
も
っ
と
色
々
な
国
へ
行

き
多
面
的
、
多
角
的
に
物
事
を
捕
ら
え

考
え
ら
れ
る
人
間
に
成
長
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

こ
の
体
験
を
通
じ
、
今
後
の
学
生
生

活
を
学
牛
生
活
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
自

身
を
見
つ
め
直
す
機
会
を
与
え
て
下
さ

っ
た
み
な
様
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

謝
謝
．

徳
山
大
学
文
化
体
育
会
に
所
属
す
る

各
ク
ラ
ブ
の
主
将
主
務
を

一
堂
に
会
し

て
、
そ
の
資
質
の
向
卜
を
目
的
と
し
た

リ
ー
ダ
ー
ス
キ

ャ
ン
プ
が
２
月

１４

日

５

日
の
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
こ

今
年
度
は
冒
顧
に
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー

ズ
広
報
室
長
の
野
見
山
篤
氏
の
講
演
会

を
開
催
し
、
主
将
主
務
だ
け
で
な
く
、

せ

っ
か
く
の
機
会
な
の
で
サ

ッ
カ
ー
部

を
は
じ
め
と
し
多
レ
、ヽ
の
ク
ラ
ブ
学
生
が

話
を
伺
え
る
た
め
に
と
講
演
会
の
み
学

内

３
０
１
教
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
，
野

見
山
氏
は
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ

の
前
身

住
友
金
属
の
監
督
を
務
め
ら
れ
、
ア
ン

ト
ラ
ー
ズ
立
ち
上
げ
時
に
は
チ
ー
ム
強

化
を
担
当
さ
れ
、
ジ
ー
コ
選
手
の
入
団

交
渉
な
ど
に
奔
ｔ
さ
れ
た
方
で
し
た
。

講
演

の
中
で

「
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
自
分
の
役
割
を
自
党
し
、
同
じ
日
的

に
向

っ
て
行
く
時
組
織
は
最
大
の
力
を

発
揮
す
る
」
と
言
わ
れ
、　
．
同
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。
こ
れ
と
ま

っ
た
く
反
対

の
状
態

の
と
き
組
織
が
ど
の
よ
う
に
な

る
か
は
明
ら
か
な
こ
と
で
、
今
後
の
各

ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
組
織
づ
く
―サ

を
考
え
て
行
く
上
で
最
も
基
本
的
な
こ

と
と
し
て
受
け
止
め
て
い
た
よ
う
で
し

た
ｃこ

の
後
、
秋
吉

台
の
秋
芳

ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
に
て
分

科
会
討
論
会
等
行

わ
れ
今
後
そ
れ
ぞ

れ
の
団
体
り
―
ダ

ー
と
し
て
研
修
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
実
行

（文
化
体

育
連
合
会
主
催
一
が
１
月
‐５
日
、
光

市
の
虹
ヶ
浜
海
水
浴
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
．

寒
行
は
、
寒
さ
の
厳
し
く
な
る
こ
の

時
期
に
心
身

の
鍛
練
と
精
神
の
向
上
を

目
的
に
海
中
で
行
わ
れ
る
空
手
の
稽
古

で
す
。
空
手
道
部
を
は
じ
め
と
す
る
武

道
系
ク
ラ
ブ
や
体
育
会
系
ク
ラ
ブ
か
ら

約
５０
名
の
学
生
達
が
参
加
。
水
温
は

９
度
と
例
年
に
な
く
高
め
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
冬
の
冷
た
い
風
が
吹
く
中
で

は
悪
戯
に
学
生
達
の
体
温
を
奪

っ
て
い

き
ま
し
た
。

寒
行
の
過
酷
さ
は
実
際
に
体
験
し
た

者
に
し
か
語
れ
な
い
．
冬
の
海
の
冷
た

さ
は
肌
を
刺
し
、

「痛
い
」
が
正
直
な

と
こ
ろ
で
す
。

最
後
に
は
、
冷
え
き

つ
た
体
を
温
め

て
く
れ
る
豚
汁

が
振
る
舞
わ
れ

ま
し
た
。

参
加
者
に
と

っ
て
は
格
別
の

御
馳
走
だ

っ
た

の
で
は
な

い
で

し
ょ
う
か
。

“
酬
醐
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徳
山
大
手
を
去
る
に
あ
た
っ
て

横
山
博
司

昭
和
５７
年
以
来
１７
年
半
勤
め
た
徳
山
大

学
を
昨
年

（平
成
Ｈ
年
）
９
月
で
退
職
し

ま
し
た
。
急
な
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
方

に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
許

可
し
て
い
た
だ
い
た
学
長
、
諸
先
生
方
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
の
徳
山
大
学
の
思
い
出
と

い
え
ば
、
な
ん
と
言
っ
て
も
心
理
学
研
究

会
の
学
生
と
の
交
流
で
す
。
赴
任
し
た
年

に
、
同
好
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
、
第

一
回
目
の
コ
ン
パ
で
、
あ
る
事
件

が
起
こ
り
、
船
出
早
々
沈
没
し
か
か
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
学
生
諸
君
の
努
力
で
浮

上
し
、
今
で
は
ク
ラ
ブ
に
昇
格
し
活
発
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
徳
山
大
学
に
赴
任
す

る
ま
で
は
、
正
直
い
っ
て
あ
ま
り
学
生
と

関
わ
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
講
義
な
ど
で
知
り
合

う
に
つ
れ
て
、
聞
い
て
い
た
評
判
と
は
少

し
違
う
な
と
感
じ
、
そ
こ
か
ら
私
の
学
生

と
の
関
わ
り
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
研

究
会
が
発
足
し
て
以
来
、
毎
年
の
大
学
祭

で
の
研
究
発
表
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

心
理
学
研
究
会
の
仲
間
と
そ
の
周
辺
に

い
る
学
生
に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
連
中
が
多
く
、

社
会
で
も
元
気
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。
警

察
官
、
刑
務
官
、
新
聞
記
者
、
国
税
専
門

官
、
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
、
電
器
店
経

営
、
保
険
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と
様
々
な
分
野

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
な
か
に
は
就
職
す

る
こ
と
な
く
私
の
義
妹
に
な
つ
て
し
ま
っ

た
学
生
も
い
ま
す
。
今
で
も
電
話
や
Ｅ
‐

メ
ー
ル
で
互
い
に
近
況
を
報
告
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
私
に
と

っ
て
徳
山
大
学
で
の

生
活
で
得
た

一
番
の
宝
で
す
。
昨
年
、
初

め
て
、
同
窓
会
を
し
ま
し
た
。
在
校
生
も

交
え
て
、
笠
戸
島
に
泊
ま
り
込
ん
で
旧
交

を
暖
め
ま
し
た
。
こ
の
付
き
合
い
は
、
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
１７
年
間
の
生
活
は
予
想
外
の
連
続

で
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
は
学
生
主
事
で
す
。

も
と
も
と
臨
床
心
理
学
が
嫌
い
だ

っ
た
私

が
、
相
談
室
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た

の
は
皮
肉
な
こ
と
で
し
た
。
お
ま
け
に
オ

リ
ゼ
ミ
に
も
関
わ
る
よ
う
に
な
り
、
い

つ
の
間
に
か
春
の
秋
吉
台
で
１
週
間
缶

詰
に
な
る
の
が
恒
例
行
事
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
今
年
の
春
は
、
自
由
な

時
間
が
あ
る
反
面
、
少
し
寂
し
い
思
い

を
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
オ
リ
ゼ
ミ

を
通
し
て
も
多
く
の
学
生
と
知
り
合
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
生
部
で
は
、

高
倉
、
佐
藤
両
先
生
や
三
嶋
さ
ん
、
中

村
さ
ん
ら
に
助
け
て
も
ら
つ
て
無
事
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
研
修
会
の

た
び
に
、
夜
遅
く
ま
で
語
り
明
か
し
た

の
も
今
で
は
よ
い
思
い
出
で
す
。
で
も

い
ち
ば
ん
の
予
想
外
は
、
図
書
館
の
仕

事
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
４
年
半
の
間
図
書
館
の

仕
事
を
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
入
れ
替
え
や
雑
誌
の
見
直

し
な
ど
の
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
優

秀
な
ス
タ
ッ
フ
に
助
け
て
も
ら
い
な
が

ら
、
ど
う
に
か
片
付
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
年
度
途
中
で
退
職
し
た
こ
と

で
、
学
生
部
と
図
書
館
に
皆
さ
ん
に
は
、

本
当
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

進
学
率
の
上
昇
で
、
大
学
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
学
生
が
入
っ
て
く
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
徳
山
大
学
の
学
生
も
こ

こ
ｌｏ
年
ぐ
ら
い
の
間
に
、
か
な
り
変
化

し
た
部
分
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
オ

リ
ゼ
ミ
や
ク
ラ
ブ
を
通
し
て
学
生
を
見

て
い
る
と
、
素
直
で
人
柄
の
良
い
学
生

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
少
し
元
気
を
出

し
て
頑
張
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が

開
け
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
偏
差
値
な

ど
は
無
視
し
て
、
こ
こ
で
新
し
く
ス
タ

ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
。
私
も
そ
れ
を
、

教
え
て
き
た
つ
も
り
で
す
。
そ
し
て
多

く
の
友
達
を
作

っ
て
欲
し
い
。
転
任
し

た
大
学
で
も
、
心
理
学
研
究
会
を
復
活

さ
せ
ま
し
た
。
徳
山
大
学
の
心
理
学
研

究
会
と
早
く
交
流
が
で
き
る
こ
と
楽
し

に

し

て

（注

¨
心
理
学
研
究
会
卒
業
上
で
住
所

変
更
し
た
方
は
連
絡
く
だ
さ

い
こ
同
窓

会
名
簿
作
成
中
で
す
．
）

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ク
ロ
■
ズ
ア
ツ
プ

Ｃ
Ｄ
デ
ビ

ュ
ー
し
た
ス
ト
リ
ー
ト
ミ

ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン

永
谷
青
空
く
ん

（
２７

期
生
、
現
役
３

永
谷
青
空
く
ん

（本
名

¨
永
谷
智
Ｌ
）

は
現
役
の
徳
大
生
で
あ
り
、
ス
ト
リ
ー

ト
で
ギ
タ
ー
を
奏
で
て
熱
唱
す
る
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
ｃ
広
島
県
呉
市
の
出
身
で
、

山
ロ
ヘ
縁
が
で
き
た
の
は
徳
山
大
学
ヘ

入
学
し
て
以
来
。
そ
ん
な
彼
が
昨
年
１２

月
９
日
に
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
ま

し
た
こ

も
と
も
と
音
楽
好
き
で
、
カ
ラ
オ
ケ

オ
ー
デ
イ
シ
ョ
ン
な
ど
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
て
、
そ
の
う
ち
オ
リ
ジ
ナ
ル

を
や
ろ
う
と
作
曲
活
動
を
開
始
。
青
空

公
同
へ
出
向
き
、
雨
の
日
も
雪
の
日
も

熱
い
声
を
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。
酔
ら

払
い
に
自
転
車
を
投
げ
ら
れ
た
り
と
辛

い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
タ
コ
ヤ
キ

や
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
そ
つ
と
置
い
て
い
っ

て
く
れ
る
人
も
い
た
り
と
、
人
の
機
微

に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

一
生
懸
命
頑
張
れ
ば
、
理
解
し
て
も
ら

え
る
！
青
空
く
ん
は
実
感
を
込
め
て
そ

う
言
い
ま
す
。
そ
し
て
、
昨
年
夏
、
オ

フ
ィ
ス
ダ
ブ
ル
（有
）
の
わ
せ
だ
社
長
と

出
会
い
、
意
気
投
合
、
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ
ー

ヘ
の
き

っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
ｃ

Ｃ
Ｄ
の
タ
イ
ト
ル
は

一
ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
ｌ

ｇ
ｌ

Ｏ
Ｗ
』
．
タ
イ
ト
ル
ナ
ン
バ
ー
の

他
に
、

「君
住
む
街
」
、

『笑
顔
」
、

「
ｒ
ａ
ｂ
ｂ
ｉ
ｔ
　
ｆ

Ｏ
Ｏ
ｄ
』
の
全

４
曲
ｔ
詩
は
恋
愛
が
中
心
，

「
２
人
が

存
在
す
る
と
こ
ろ
に
物
語
が
あ
っ
て
…
」

と
語
る
青
空
く
ん
の
世
界
を
堪
能
で
き

ま
す
ｃ

日
標
は

「誰
で
も
な
い
人
間
に
な
る

こ
と
」
。
人
ま
ね
で
は
な
く
自
分
ら
し

さ
を
出
す
、
と
い
う
彼
の
姿
勢
を
曲
の

中
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
こ
今
で
も
青

空
公
国
で
、
週
に
２
回

（水

・
上
、

２〇
一

〇０

ヽ
２２
一∞
）
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ

プ
を
続
け
て
い
る
の
で
応
援
し
ま
し
よ
う
‥

本
誌
広
報
部
長
で
も
あ
る
今
元
英
之

氏

（第
２０
期
生
）
は
現
在
、
広
島
に
本

社
を
置
く
出
版
社
ザ
メ
デ
ィ
ア
ジ
ョ
ン

に
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
末

１２
月
ロゲ
よ
り
山
口
県
全
域
版
の
月
刊
タ

ウ
ン
誌
を
創
刊
い
た
し
ま
し
た
。
タ
イ

ト
ル
は

『月
刊
タ
ウ
ン
情
報
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｇ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
』
で
、
県
内
の
情
報
を
余

す
と
こ
ろ
な
′
ヽ

網
羅
し
、
紹
介

し
ま
す
じ
山
口

県
の
書
店
、

コ

ン
ビ

ニ
な
ど
で

入
手
で
き
る
の

で
、
見
か
け
た

ら
、
ぜ
ひ
手
に

と

っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

本誌「徳山大学校

友会誌」の、不―ミ

ングを校友会員のみ

なさまから幅広 く募

集いたします。親し

みやすい愛称をお気

軽に校友会事務局ま

でご応募 ください。

※依願退職

偉

彦

弘

志

光

●お便り随時募集 !

あなたの身近な出来事、在学時代の

思い出、同窓会の話など、何でも結

構です。

●プレゼン ト大募集 !

何でも構いません。貴殿のPRも 添え
て、どうぞ !今年も数多くの学生が様々な思い出を残して卒業

していきます。そして、4月 には30期 の学生を迎え

入れます。 ]8歳人口の減少により今大学は厳ししヽ

状況にありますが.必ず盛り返していけると信じて

います。卒業生ひとりひとりの立場から今こそ大学

を応援していきましょう。大学のこれからについて

こ意見お待ちしてしヽます。

□区日811日同巨

徳山市久米
徳山大学校友会

事務局まで
応募方法

●月刊タ ●秋芳ロイヤルホテル秋芳館ベア宿泊券 (1泊 2食付)

オリセミで合宿したホテルに     ″,■ :▲

もう一度宿泊しません乃`7   -
住所 :美祢郡秋芳I丁 秋吉台 ■ヒ≡」■
電話:0837-62-03]]マGl訂冨3ア

璃轟:はM‐『・予摯C℃
膨

(

創刊号
2月号
3月号 雖①3セット

|‐‐‐退1職1者1紹1介|

○教員

栄子
※定年退職

O職員

吉田

こ
の
度
校
友
会
事
務
局
を
努
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
穐
本
江
利
子
と
申
し
ま
す
。

精

一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

轟 口 詈プレゼン ト璽‐

121期 ,

(24期 ,利

事 務 局
120期 , 中村 道陽 111期

)

利 子 2ヽ5期 )

●協賛広告募集中 !

校友会誌をより充実させるためにご

協力のほど宜しくお願いします。
※詳しくは校友会事務局まで


